
　
２
０
２
５
年
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を

迎
え
、
介
護
の
必
要
な
人
の
増
加
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
市
で

は
、
２
０
２
１
～
２
０
２
３
年
度
ま
で
の

計
画
で
あ
る
第
８
期
都
城
市
高
齢
者
福
祉

計
画
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
れ
ら
の
計
画
の

趣
旨
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ　

　
介
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福
祉
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☎
23

－

３
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０
２

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　

２
０
０
０
年
に
介
護
保
険
制
度
が
創
設

さ
れ
て
以
降
、
介
護
へ
の
需
要
増
加
と
多

様
化
す
る
介
護
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
創
設
や
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
推
進
な
ど
、
超
高
齢
化
社
会
に
対
応

し
た
体
制
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。�

計
画
の
趣
旨

　
「
す
べ
て
の
市
民
が
住
み
慣
れ
た
場
所

で
、
地
域
と
共
に
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る

ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

高
齢
者
が
可
能
な
限
り
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
た

め
、公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
協
働
し
て
、

一
人
一
人
が
出
来
る
こ
と
を
継
続
し
な
が

ら
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を

目
指
す
も
の
で
す
。

　

特
に
、
医
療
・
介
護
・
介
護
予
防
・
住

ま
い
・
生
活
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的

に
提
供
。
介
護
給
付
費
な
ど
の
対
象
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
の
推
進
や
、
認
知
症
施
策
、
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

重
点
課
題

·�

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
と
人

材
確
保
お
よ
び
資
質
の
向
上

·�

認
知
症
施
策
の
推
進
と
個
人
の
尊
厳
の

保
持

·�

自
助
・
公
助
・
互
助
・
共
助
の
連
携
に

よ
る
高
齢
者
の
充
実
し
た
生
活
へ
の
体

制
整
備

·�

介
護
保
険
制
度
の
適
切
な
運
営

·�

災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

な
ど
へ
の
備
え

·�

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一

体
化

　

こ
れ
ら
の
６
つ
の
重
点
課
題
を
掲
げ
、

今
後
３
年
間
の
高
齢
者
の
福
祉
や
介
護
保

険
に
つ
い
て
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
介
護

保
険
課
お
よ
び
福
祉
課

の
窓
口
で
配
布
す
る
冊
子
を
確
認
く
だ

さ
い

第８期都城市高齢者福祉計画および第８期都城市高齢者福祉計画および
介護保険事業計画を策定介護保険事業計画を策定
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